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図３．鋼上の塗膜欠陥におけるケルビン電位

図３．鋼上の塗膜欠陥におけるケルビン電位図３．鋼上の塗膜欠陥におけるケルビン電位

図３．鋼上の塗膜欠陥におけるケルビン電位変

変変

変化（

化（化（

化（0,1

0,10,1

0,1M

MM

M NaC

 NaC NaC

 NaCl

ll

l溶

溶溶

溶液

液液

液膜

膜膜

膜）

））

） 

  

 

 

  

 （

（（

（入手

入手入手

入手文献データ）

文献データ）文献データ）

文献データ） 

  

 

 

  

 

以

以以

以 

  

 上

上上

上 

  

 

 

  


